
医政第３２５号 

令和４年（２０２２年）８月１２日 

 

熊本市保健所長 様 

 

                  熊本県健康福祉部健康局医療政策課長 

                     （ 公 印 省 略 ） 

 

熊本県における新型コロナウイルス陽性妊産婦の対応方針の一部変更 

等について（通知） 

 平素から本県の医療提供体制の推進につきまして、格別の御協力をいただき深く

感謝申し上げます。 

 さて、標記について、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い、陽性妊婦の感

染も拡大し、陽性妊婦に対する周産期医療体制がひっ迫する中、「陽性妊婦の対応方

針（令和４年１月２１日現在）」の見直し等を行うため、令和４年（２０２２年）８月

２日に熊本県周産期医療協議会委員等による意見交換会（以下、「意見交換会」とい

う。）を実施し、参加者の皆様に御議論いただいたところです。 

 意見交換会での議論を踏まえ、オミクロン株の特性に応じた取扱いを行うため、別

紙１「陽性妊婦の取扱方針（令和４年８月１２日現在）」のとおり取扱いを変更するこ

ととしましたので、今後は、同方針のとおり御対応いただきますようよろしくお願い

いたします。 

 また、別紙２「熊本県におけるＣＯＶＩＤ－１９妊婦の分娩に係る対応についての

報告とお願い」のとおり、意見交換会での協議の要旨と今後の対応についてのお願い

事項等をまとめておりますので、御確認の上、管内関係医療機関とも連携して御対応

いただきますようよろしくお願いします。 

 なお、本通知については、新型コロナウイルス感染症受入病院、県内分娩取扱医療

機関、周産期医療関係団体に対して、別途、通知していることを申し添えます。 

記 

１ 「陽性妊婦の取扱方針」の主な変更項目 

① 陽性妊婦トリアージのための外来受診による血液検査について 

② 自宅・宿泊療養等を行う陽性妊婦へのかかりつけ産科医による電話等での産科

的観察について 

③ 妊娠３７週以降の陽性妊婦の入院取扱いについて 

２ 産科医療機関への協力依頼事項 

 ① ３７週未満の陽性妊婦に対する妊娠健診の実施検討 

 ② ３７週以降の妊婦に対する感染予防の啓発への取組み 
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